
∪.D.C,d21.742.475.2

鋳 鋼 純 生 型 の 研 究

上 杉 鉄 雄*

A Study on Green Mold for SteelCastings

By Tetsuo Uesugi

Kasado Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

Greenmoldforsteelcastinghasbeendriedonitssurfaceasausualpractice･The

writer,however,Ontheoccasionofmechanizationofmoldingoperation･hastaken

uptheproblemofeliminationoftheskindryingprocessfromthemoldingprocedure･

Forthispurpose,thewriter丘rsttriedto reduce

thepinholedefect,and replacedfire clayused

it with☆ater at the ratio of4%to5%.This

large rate of evaporation of moisture content,

molding process.Then the writer tried a use

evapoaration and found sansalexis to be a best

moisture for sandin order tolessen

as binder with bentonite and mixlng

mixture yieldedagoodresult,eXCept

which caused severaldi疏cultiesin

of secondary binderfor diminishing

substance for the purpose.By the

addition of the sansalexis,a Sand of highpermeability andgoodflowability,best

suitedforthistypemolding,WaSObtained,Whichis speci丘ed rough1y as follows:

Moisturecontent3.0～4.0%,green COmpreSSion strength8･0～9･01bs per squareinch

and moisture evaporation ratio O.05～0.1%per hour･

Withthecompletionofthistypeofmolding sand,theestablishmentofproceed-

1ngStandardofgreen mold has been made possible,and the production of small

moldshascome to be mechanized,Which hasdecreased numberof works,defective

products and accordingly the production cost･

〔Ⅰ〕緒 盲

従来,砂の粘結剤とL-て粘土を使用Lた場合は,適正

な墟度を得るためにほ る種皮の水分が必要であり,こ

のような7k分を含む生型を使用するとピンホ←ル発生の

恐れがあるため,表面を乾燥していたのが普通であった.-､

近時米国等の 造界を視察して帰られた人々によって,

粘結剤としてのベントナイトの 秀性が紹介され,それ

によると,4%二位の水分で適当な強度が得られるといJっ

れている､,従ってこの方法によると,全く乾燥工程の不

要な純生型の 和が可能となり,その結果ほ造型作業の

機械化に著い､利点をもたらすものと考えられたので,

ベントナイトを用いた生型妙に就いての基礎的な研究を

行い,実脚ヒに成功したのでこゝにその--･端を報告する

次第であるい

半

日立製作所笠戸工場

〔ⅠⅠ〕粘結剤としての粘土とベントナイトの性状

(り ベントナイトの特性(1)

ベントナイトほ特異な鉱物で,火山灰の波璃や浮石が

化学的風化作f~捌こよって脱披璃現象を生じ形.成されたも

のである′二.普通粘土と同様にその種類多く,粘土分含有

量80.%以上のものをベントナイトと呼び,その主体は

モンモリヨナイトであるr_:.色は淡白で光沢感く微粒子の

もの程結合性が強い｡

(A)化学的組成

一般に入手出来るベントナイトの組.成並びに化学式,

分子式ほ次に示す如きものであるといわれているJ｡

成 分SiO2 CaO MgO R20 Fe203 A120=i

(_%)60～75Tr～300.2～4.50.5ノ､､ノ6.00.5～6.010～27

化学式(OH)4･A14Si8･02U･"H20

分子式 A1203･4SiO2･H20
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(B)懸 濁 性

粒子の大きさは従来の木節粘土の如きカオリナイト系

では0･5～5･仙の範囲であるが,ベントナイト粒子ほ0.1

へ1･0〃で殆ど膠質となり,懸潤性が大きく可塑性が大で

ある｡ベントナイトの懸濁度は,各種イオンの添加,液

温及びThixotropy現象によって著lノく

(C)膨 潤 度

異を生ずる.二

ベントナイトほ水を暇収する能力が極めて大きい.∴水

を吸収Lてゲルとなり,容積を増大する現象を膨潤

(Swelling)という｡この現象はベントナイト特有のも

のであって,ベントナイトの膨潤速度は鹿めて大きく,

生成Lたゲル層を通過する水の浸 速度の著しく小さい

ことを示すし､普通粘土では膨潤性は殆ど現われず,

に沈降する｡第1表に粘土と各

比較を示す｡

ナイトの膨潤度

(D)吸着性及びイオン友換性

ベントナイIの吸着能力は普通粘土の3～8倍である｡

叉イオン 度,置換イオンによって凝結作用が異る｡鋳

物用粘結剤として代表的なCa∬ ベントナイトと Na-

ベントナイトでは,前者の方が非常に早く疑固する｡疑

固速度に関係する泳動速度と置換陽イオンとの関係を第

2表に示す､､

又ベントナイトの断閏度ほ,液温伎び液のpHによつ

て異なる､_､

第1表 膨 潤 度 の 比 較

Tablel.Comparison of Swelling

試料名

膨潤度

チャイナー
ク レ ･-

0.68

試料名:黄色原土

膨潤度 3.7

木節粘土 政吉日粘土 切粘土 純白原二1二

0.97

吉漆原土

4.1

0.72 0.95 6.8

櫛埼原土 ∴上島原土卜浮川原土

6.3 4.3 5.1

第 2 表 置換陽イ オン と泳動速度との関係

(Marshall)

Table2.Relation between Displaced Cation

and Mobility(Marshal1)

陽 イ オ ン
流 動 速 度

(1V./cmに於ける毎秒〟)

2.70

3.53

3.57

3.47

2.11

2.32

限界速度暴

2.7

3.0

2.9

2.7

2.1

2.3

(苦)米関界速度には穏凝固の始まる時の泳動速度をいう｡

評 論 第36 第6号

(2)粘土砂とベントナイト砂の湿態性質の比較

(A)実験方法並びに試料

実験に使用した4号珪砂の粒度分布並びに珪砂,粘結

剤の化学組成ほ第3表及び第4表の如くである｡ 験の

方法とLて粘結剤及び水の配合比を種々に変え,試料の

調整にほ試験日を用い,砂,粘結剤,水等を同時に溢加

し,混練時間を15mnに---･達し,1回の混練量を2kg

にして試片を し,湿態性質を比車交実験した.

(B)実験結一果

各測定結果を第l図及び第2匪けこ京す仁各実測値に就

いて比較すると次の如くであるL｡

(a)水分通気度

両者共通気度の最大値はほゞ等Lく 500～600である

が,粘土妙に放てほ,通気産最大の山が水分4%と10%

の21可表われるが,ベントナイ†砂では,7lく分4～6%

に山が1回しか表われず,而もなだらかであることが異

なる.ノ

(b)水分一杭圧力

粘土砂で杭圧力が最大を元す水分は 6.%■ で51b/in2

であるが,ベントナイト砂でほ杭圧力が最大を元す水分

ほ4～8% 二迄で約β.51b/in2 であり,粘土砂の約2倍

の強度が得られ,流加畳も粘土より 30～40%少くてよ

(C)水分←一事断力

両者共水分によって著しい差ほ見られないガ,ベント

ナイト砂では,勢断力が急激に上昇L,適正水分は杭圧

籍 3 表 供 試 珪 砂 の 粒 度 分 布(′‰)

Table3.Grajn Distribution of Silica Sand

Mesh

市 :硫 比

Mesh

垂 二近 比

101 14 28

26

35

32

270

第 4 表 珪砂,木節枯十視びベント ナイ

ト の化学成分 (%)

Table4.ChemicalAnalysis of Silica Sand,

Fire Clay and Bentonite

珪 砂 96.62 0.8611.54

木節粘土■ 70.50i25.70:3.05

べ こ/ ト

ナ イ ト
62.48 8.00 1.10

0･34;TrlO･29

0.柑･0.60:--

1.17 2.22

3.44

12.75
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Fig.1.
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水分 と諸性質の関係(粘土砂)

RelationbetweenMojstureandSeveral

Properties(Fire Clay ContainedSyn-

thctic Sand)

力と同様に4%であるが,粘土砂ではこのような明確な

適正水分は見られずほゞ直線的である｡

(d)71く分一硬度

粘土砂で硬度が最大を示すノト分は各%で,その時の値

は約80であるご)ベントナイト砂でほ水分の変化によつ

て硬度には著Lい相異ほ見られない｡∴粘土砂では7k分

4′%一で硬度最高の山が現われ,それ以上7k分が増加する

と急激に減少し,水分10.%■で硬度ほ遂に0になるが,

ベントナイト砂でほ71く分か2～10%′の範囲で殆ど変化し

ない｡
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水分と諸性質の関係(ベントナイト紗)

RelationbetweenMoistureandSeveral

Properties(Bentonjte Contained Syn-

thetic Sand)

〔ⅠⅠⅠ〕純生型砂配合比の決定実験

(1)第一次配合実験

〔ⅠⅠ〕の基礎実験並びに鋳造予備実験の結=果,本実験に

入り配合比の決定を行った｡即ち要因として,水分,ベ

ン1､ナイ†,湯道の位置の3つをとり三元配置法に慕い

て実験計画を立てた｡

(A)実験の手法

この実験に当り,水 の決定を行い,その結果各配合

砂を調整した｡第5表(次頁参照)に諸性質を示す｡造刊
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第 5 表 肌 砂 の 性 質

Table5･Properties of Facing Sand

水分(%).でン呈訂通気覆 謁見窮l硬質 造型性

332

324

348

383

393

348

365

365

383

3.0

4.4

5.7

3.5

4.6

5.1

3.6

2.6

5.3

63

74

75

64

73

66

61

62

70

(詳〕× 任用に耐えぬもの｡

● 造型佐簡々可であるが造型作業因雅なもの｡

郎 造野性附々良好なもの｡

×

×

〉く

●

色′

●

●

亀

β′

第3図 片 の 形 状 寸 法

Fig.3.Forms and Sizes of Test Piece

作業ノ之び熔錮の影響を交絡させるために鋳型の配列を定

め,試験片の形状,寸法ほ出来るだけ製品のそれに近い

ようなものを選択したこ｡試験片の形状寸法,を第3図に,

木型配列を第4図に示す｡造型は手込作業で行い｡作業

者を--一一完にして個人差をなくし,鋳型硬度を75～85位

に【一定して行った｡なお造型完了から注湯までの鋳型放

躍曙関を3～5h とした｡

(B)実験結果

実験結果の概要を第`表に, 造品外観の一例を第5

図に示す､一試験片の比較面に就いて, 肌,砂喰い,ピ

ンホ←ル等を測定し,それぞれに対する要因分析表を求

〆)て検討を行った｡第7表にその要因分析表を示す｡

箭36壱 第6号

第4図 木 型 の 配 列

Fig.4.Arrangement of Pattern

澤 6 表 各 鋳 型 の 成 帯 織 要

Table6.GeneralResults of Each Mold

水 分;ベントナイト

〔%) (%)
欠 陥 並 び に 造 型 性

抗圧力低く砂の粘結カネ扇面ため剥離大き
く退塑性極めて悪く,そのため｣二下松かぶ

せ前に砂が剰離し,異常凸凹が出て使用に
耐なえいこ

餅肌は概して良好であるが造型性悪く紗の

剥離が大きく,砂嗅いが多い｡

造型性悪く砂の剥離大きく使用に耐なえい｡

3%水分のものに化して造型性は僅々良好

であるが,紗噴いが多く作業に支障を来たす｡

岳蟄性病有高女iニセ~の程度で直.作要に余り
人きな支障を来たさないと考えられるが,
焙り型砂に比して劣る｡鋳肌良好,砂噴い
も殆ど無く概ね良好である｡

造型性は4%水分,5%ベントナイトのも

のより杓々悪く,餅肌も粗い｡

造型性は良好であるが,砂噴いが多く錯肌

もJ阻い｡

造型僅は良好であるが鋳肌が粗になる｡

造型僅は良好であるが薦抑tが親になる｡

(a)水分3.%の砂は粘結力が不足で感度が低く,砂

の剥離が大きく造型性が極めて悪く,種々の欠隋を

生じ使用に耐えない｡71く分4%の砂は造型性は精々

良好であるが,従来の粘土妙に比較すれば精々劣る｡

然し鋳肌,砂噴い,ピンホールの点でi･ま粘土砂より

も優る=水分5%′の砂ほ造型性も可成り向上し,作

業上に余さ)支障を たさないが,鋳肌が粗になる傾

和こある.-､総合して太実験の結果では水分4%,ベ

ントナイト5%の砂が最良であった｡然し乍ら造型

性になお多くの問題があf),且つベントナイト砂ほ,

粘土妙に比して水分蒸発 が相 当大きく, 作業中の
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第 7 表 各測定項目の要因分析表

Table7.Factor Analysis ofMeasure-

mentItems

要 因､-

P(7て卜妄)
H(水分 %)

D(湯道位置)

PxI{

PxD

HXD

PxHxD

不

鈷肌の粗 さ

39.81拡

3.71

8.03

32.15損

10.32

爪62(0.05)=3.63

ダ164(D.05)=3.01

偏 分 散

秒 噴 い 数 ピンホール教

99.59

19,617.59薬

18,668.59

6,141.59

19,828.92鑑

10,113.42

4,298.52

fも2(0.05)=4.46

薫4(0.05)=3.84

5,677.78

45,832.17冥

482.12

3,636.05

4,300.22

6,776.39

4,24臥00

｣殉2し0.05)=44.6
薫4(0.05)=3.84

第5図 鋳 造 品 の 一 例

Fig.5.Example of Castings

砂の水分変動が著しい..ノ これがベン1､ナイト砂の一

つの大きな欠点でもあり長所でもある.､

(b) 肌,砂喰い,ピンホ←ル は配合比に影響さ

れる｡鋳肌は本実験の7k準範囲ではベントナイトと

ベントナイトの水分の交互作用に5%以下の危険率

で影響される｡砂噴いほ7jく分に同じく5%以下の危

険 で影響される｡このことは〔ⅠⅠ十(2)の基礎実

鹸結果から考えても当 の結果である｡湯道の位階

には太実験でほ影響がなく,ベントナイト量と湯遺

の位置の交互作用に影響される｡ピンホ←ルほ水分

に影響され,その他のものには影響されない｡

第 8 表 砂 の 化
/__｢.

-j±二

Table8.ChemicalAnalysisofSilicaSand

SiO2 A1203･Fe203 CaO MgO

4号珪砂

回1文砂

第 9 表 配 紗 の
一粒

Tab]e.9.Grain Distribution

'rr

度 分 村

of Sjlica Sand

Mesh1618.10114!20.28l35148:65■100.150･200 270

4号珪砂璽
一一

【｣･一■
一

0.6臥0■31.6;29.0:15.0 7･0･4･0:2･8･1･0

回1拉在少2･4…6･8･3･6･17･6■14封6･6;13･0■10･05･63･0･3･0■l･01･0

配合砂トー1-!-!0.83.7.10.6.27.9■33.3!14.79.23.1:2.70.7

(詐)配合砂は4号珪砂70%,l叶収紗30%のものである｣

第10 表 配 表 し‰)

TablelO.Distributjon among Sand,

Binder and Moisture

70 30 1.5 4-4.5

(2)砂,粘結剤の添加方法,混練時間並びに鋳型放

置時間の影響

(1)の実除 果,水分4%~,ベントナイト 5%が最J■と

であったので,この配合に就いて添加方法,混練時抑こ

就いて実

置後の

を子か､,これ等の試験砂の混練直径と造一里放

性質に就いて調査し,深加方法,適i一三混練時m

を選定した.｡

(A)肌砂の調整改び実験方法

掩川Lた珪砂の化学組成,粒度分布を第8表ノ之び第9

表の如くし,肌砂の配合割合を第10表の如くに選び,紗,

水,ベントナイトの添加順序を変え,コL･ソヂランナーを

川いて混練して~ト㌻lユ4 歎の肌砂を調整した

(i)砂+ベントナイト+水同時添加

(ii)砂+水-3-ワIt㌧ベントナイト添カロ

(iii)砂+ベン1､ナイト3竺㌧7k添力口

(iv)砂+膨潤ベントナイト添加

ーン混線

-･混練

J混練

-･混練

(B)実験結果並びに結果の考察

以上の如くして行った実験結果を第`図フ之び第7図

(次頁参照)に示すこ

(a)混練時間と砂の言 性質の変化

(i)流加方法の如何にかゝわらず混練時間が60mn

になると混練qlに水分が約1%蒸発するト穂加1一法

による7k分の蒸発率の差は殆ど見られない一
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第6図

Fig.6.

添加方法と混練時間と砂の諸性質との関係

RelationamongMixing,Method,

Mixing Time and Properties of

Sand

(ji)混練時間が長くなるに比例して通気度は徐々に

減少し,混鰊時間5mnの通気度と60mnの通気

度では約15～18%位の差がある｡砂,ベントナイ

ト 7kを同時に 加したものほ最も通気度が悪く,

その他のものほ殆ど差が見られない｡

(iii)杭圧力,勢断力ほ混練時間に比例Lて増加L,

混練時間5mn と 60mn とでほ約2倍位の差が

表われる｡砂,ベントナイト∴水の同時 加の砂が

強度が高く,膨潤ベントナイト添加のものが一番悪

い｡､この原因ほ膨潤ベントナイ†が均一に分布しな

いためと考えられる｡ベントナイトは高度の膨潤性

.∴

ガ

〃

均

等

へ,や尊)U
出
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第7図

Fig.7.

第36巻 第6号

か十ベントナイト十水全輪漆虻 --

一0- 甜+水星分 ベントナイト ーー

ーメー 帥十べ㌧トナイト旦分 水 --一嶋

-△一 朗十届2油ベント＼′イト ーー→

♂/′J㌧∠J ∠汐

放置時間(かノ

〝

添加方法と放置時間と砂の諸性質との関係

Re】ation among Methods of Mixing,

NaturalDrying Time and Properties

of Sand

を有するので,粉末状よりも予め膨潤させた方が砂

の性質には良い結果を与えるといわれてるが,本実

験では全く逆の現象になり,この点は混練状況に多

くの間置があると考えられる｡

(b)混練時間と鋳型放置時間と砂の諸性質との関係

(i)混練時間が15,20,30,40mnに変化しても,

鋳型放置時間が5～6h経過すると各砂と■も鋳型の

性質ほはゞ安定し,鋳型硬度は皆90～95付こ安定

する｡

(ii)鋳型放置時間が2b以上になると,

砂+7k3mn→ベンけイト
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のものと,

砂+ベンけイトヱ竺--水捌rl

のものが通気度が造型直後の約1.6倍に増加し 同

時添加と膨潤ベントナイト添加のものが造型直後の

約1.3倍に増加する｡即ち造型直後に放ては,

方法の変化による通気度の変化には余り変化が現わ

れないが,鋳型を2～5h位放置すると 加方法の

変化による差異が鵜著に表われ,放置時間が5h以

上になると殆ど変化なく安定する｡この現象を7J(分

蒸発と比較対照してみると,7Jく分変動は添加方法が

変化しても殆ど変化していないことから考えて,通

気度が添加方法によって差異が大きく われるの

ほ,7jく分変動以外にもつと複雑な原因によるもので

あると考えられる｡

(iii)水分蒸発率は 加方法の変化には殆ど無関係で

混練直後から 5b佗までの問は約0.2～0.3.%/h

であり,5b以降に於けるそれほ 0.04%仕上位であ

る､ン

(iv)抗圧力,

いる(-

断力は放置時間に比例して増加して

(Ⅴ)以上の実験結果から混練直後の杭圧力が7.5～

臥51b/in2 で造型性の良好な生型砂を得る適正混練

時間は 20～30mn で,且つ鋳型放置彼の

最良になる 加方法は,

砂+7k旦竺-ナベン1､ナイト

であること,混締直後の砂の

性質ほ,混練時間,

性質が

型放置後の

加方珪により大きく変化す

ることが明らかにされた｡

(3)ニ次粘結剤添加(2)(3)と損固あ回数の影響

(2)の実験結果から明かなように,砂の水分蒸発 はデ

キストリン1%を添加してもなお0.2～0.3%/h位で大

きく,造型作 に種々の支障を

結剤として糖蜜,サンサルエキス

たすので,更に二次粘

に就き実験を行い,デ

キストリと比較検討した｡又二次粘結剤としてサンサル

エキスを 加した妙に就いて,流動性を10Ram Test

法により検討Lた｡

(A)肌砂の調整

本実験でほ水分変動を可及的に少くするための一手段

として,珪砂の粒度を前の実験より小さくLた｡.その粒

度分布,配合表を第11表及び第12表に示す｡混練ほ前実

験と同様のエツヂランナーを用い,

砂+水十サンサルエキス3mn一ナベンけイ用測

30mn混練法によった､=.

(B)実験結果とその二考察

二次粘結剤として,デキストリンサン,サンサルエキ

ス 加した砂の7k分変動の状況を第8図に示すじサンサ

第11衷 配 砂 の 准 鮭 分 布

Tablell.Grain Distrjbution of Silica Sand

15.5 23.7

Mesh

第12 表

Table12.

配 合

65 100

19.2 15.0

表 (_%)

10.8

Distribution among Sand,

Binder and Moisture

200

1.8

5号珪砂;:同 根 砂lベンけイト

70 30

l-サ ン サ ル

1エ キ ス

10

E水
分

3.5

第6図

Fig.8.

グ ､
､､

時 間(ん･フ

ニ次桔結別添加による水分蒸発の変化

Change of Water Vaporing due to

Secondery Binder Addition

ルエキス10% を 加することにより,水分蒸発率は著

しく減少し,ベントナイト砂の欠点は-一一応除去された(-

次にこの砂に就いて,鴇固め回数による砂の 生質の

化を実験することにし,A.F.S.標準サンドランマ←

で1回から10回迄各々鴇固めて標

砂の

試験片を作製L,

性質の変化を検討した‖実験結果は第9図(次貢

参照)の如くである｡ 型硬度,見掛比貢,強度,通気度

をL-･つのGroupとして考える時は,それぞれのものゝ

-･つだけをとり上げて論じても無意味である｡故に鋳物
砂の良否を究明するにほ,与えられた水分量に言一正する
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第9図

Fjg.9.

嬬固め打数(mノ

塙固めL口1数と砂の諸性質の関係

Relation betweenlO Ramming Test

and Sand Properties

上述の4つの性質を比較することにより始めて効果肌で

ある｡J砂を充填するに二つの段階が考えられる.∴.

(i)混合物の可塑流動であって,その間に砂料ほ相

互接触をなL,粒結剤は砂粒閃に絞りf_Hされる

(ii)Compaction と呼ばれて隣接粋が最大密度に

なるように接触し,十分な緻密性を発揮するように

Orjentationする,,

第8図に放て,可塑流動の範囲ほ割会に狭く3匝旧′二の

塙固めでCompaction を始めている傾向が見られるの

で良好である∴通気度の急激な減少が緩和する点は摘周

め回数3回位で,この辺で可塑流動が殆ど止まるが,こ

のたは理想的な鉱型状態に近いので,これ以上は0ver

Ramming となり,これ以下ではPlasticである｡この

理想的状態をこ近い時の硬度は本実験でほ70位である｡.

鋳型硬度が一平衡に達する時期は鴇固め回数回付であり,

この硬度上昇が速かに平衡に達する砂ほ,原型の引抜き

に非常に困難であるといわれている√ノ通気度ほ鵜固め回

数に比例して急激に減少しているが,流動性の少い砂は,

杭圧力,硬度,密度の上昇率が小で,通気度は梅園め回

数の割合に高い値を示す`.本生型砂の変形量,硬度,通

気度,勢断力,杭圧力等がほゞ平衡値に達する手島固め

回数ほ5同位である｡.通常1～2同位の鳴固め同数で平

第36巻 第6号

衡値に近くなる砂は流動性が大きな砂で,かゝる場合に

はScab,Buckle等が起り易いというのは,砂粒の配列

が余り早く発達するために最大密度となり易いからであ

以上を要約すると可塑流動がは.ゞ終って,Compac･

tionに入る境界硬度ほ70位からで,砂の変形量,勢断

力,杭圧力,硬度,通気度,見掛比重がほゞ平衡値に達

する鴇固め回数は5回位であり,通気度に就いてほ10

Ram Testの最後の値が最初の値の約1/4佃こなって

いる._.

〔1V〕鋳 造 実 験

最後に 型確度と 型放置時間の影響に就いて実験

画法により検討を試みた(〕

(り 実験方法並びに試料

実験計画法により要因,水準を定め,試験片の形状,

寸法,鋳型の配列はし二ⅠⅠⅠ二]の実験と全く同一としたっ肌 ♂

砂の性質ほ第】3表の如くで,造型機は久保田製作所FD-

3型を用い,空気圧力ほ 6±0.5kg/cm2 で行ったこ注

潮見度並びに化学成分ほ第川表の如くである｡

第13 表 肌砂,衷砂の性質

Table13.Properties of Facing and

Backing Sand

水 分(%);通 度l抗圧力(16../in2)
i

8.0

第14 表 熔銅 の 成分並び に 温度

Table14.ChemicalAnalysis of Molten Steel

and Pouring Temperature

Mn Si

0.22 0.65 0.23 0.01

S j 注湯温度

1,535:土5

第15 表 各 =淵 定項 目 の 要因分析表

Table15.Factor Analysis of Measure-

mentItems

D (硬 度)

H (放置時間)

P (位 置)

PxH

HxD

DxP

PXHxD

3,534.50

6,922.72

5,858.67

6,308.23

4,137.39

6,868.17

l,294.£9

70.15染

80.22光

2.17

6.06

5.74

1.36

6.42

凡ユ〔0.05)=7.71 釣2(0.05)=6.94 凡4(0.05)=6.39
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鋳 型 放 置 時 間(5h)

鋳 型 確 度 70±5

鋳 型1藩 度 80±5

第10図

Fjg.10.

｣ :､

鋳 型

度 9吐言

鋳 型 放 置 時 間(24b)

鋳 型 硬 度 70±5

鋳 型 硬 度 80±5

鋳 型 硬 度 90±冨
硬 度 と 鋳 型 放 置 時 間 と 鈴 肌 と の 関 係

Relation among Mold Hardness,NaturalDryingTime andCastingSurfaces

(2)実験結果並びに考察

以上の条件で鋳造実験を行い,抽東栄えを倹討Lた｡

砂噴いは5%以下の危険率で差は見られなかった｡

は試験片の比 面の粗さを測定した結果を第10図に,又

両者の要因分析表を第15表に嘉す‖

以上の実験結果,砂喰いは5%以下の危険 で差が表

われなかったのは,[ⅠⅠⅠ二lの配合比の実験で,砂噴いほ水

分と水分-ベントナイトの子さ互作f･削こ影響されたが,本

実験では砂の配合は一定であるために影響が見られなか

ったものと考えられる｡

肌ほ鋳型硬度と

本実験の結見

烈放釈時 訃に影響される｡

型硬度が80土5以上になると鋳肌にア

バク,絞られの欠陥を生じ90±gと鋳型硬度が高くなる

に従って著しくなり,硬度が70±5のものが最良であつ

た｡

この原因は前の〔ⅠⅠⅠ〕-(3)の掲固め回数と砂の 性質

の項で述べた如く,可塑流動と Compactionとの境界

硬度が70位で,この程度の鴇固めが理想的で,硬度がこ

れ以上になるとOverRammingの傾向になり,そのた

めに 肌に欠陥を生じたものと考える｡

以上の実験結果に基づき,純生型鋳造法の操作々

準を作製し,小物,中物を漸次純生型鋳造法に転換した

結果,好成績を収め,造型工数並びに鋳造不良率の低減

に寄与することが出来た｡
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以上ベントナイト砂を用いた純生型鋳造法の基礎的実

験に就いて ベたが,結果を要約すると次の如くであ

る｡

(1)ベントナイト砂は粘土妙に比して添加剤の量が

約半分で,2倍近くの強度が得られる｡

(2)ベントナイト砂の適正水分量は粘土砂よりも少

く,且つ適正7k分範囲は粘土砂よりも大である｡

(3)配合比は水分4%,ベントナイト5%が最良で

あるが,水分蒸発 が大きく造型性が悪い｡

(4)砂十水聖竺→ベンけイ 法方の
∩‖H

カ が混練直

後と放置後の性質が最良である｡

(5)二次粘結剤としてデキストリン1%添加したも

のは,水分蒸発 が 0.2～0.3%/b,サンサルエキス

加のものは,0.05～0.1%/b位で,サンサルユキ

ス添加により水分蒸発が著しく低減される｡

実用新案 弟407849号

新 案 の

(6)酉己合比と

の危

第36巻 第6号

肌,石少噴い,ピンホ←ルほ5%′以下

影響される｡

(7)鋳型硬度,鋳型放置時間と

険

肌は5%以下の危

で影響され,鋳型硬度は70±5が適正硬度でそ

れ以上になると絞られ,アバタを発生する｡

(8)本実験の結果,水分含有量3.0～4･0%,強度

7.5～9.01b/′in2,71く分蒸 0.05～0.1%/h位の造型

性の良好な生型砂が得られ,造型作業の機械化を押

し進める素地が出来た｡

終りに臨み,本実験に際し終始親切町嘩に御指導御鞭

権を賜わった関係各f封こ厚く御礼を申上げる｡
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風冷式単極整流器

流器の型としては第1図のように主

体から陽極腕を脇に突出せしめ,蒸気凝縮室と陽極室と

を分離したものと,第2図のように陽極を主体内 に収

納しi即ち陰極の直上に支持し蒸気流をスブラシユ,パ

フルによって防ぐものとの二種がある｡前者ほ弧光路が

7lく銀蒸気流の影響を受けることがないので逆弧に強く,

この点信板度高い構造であるが一方後者よりも電弧路が

伸びる欠たを免れ得ない｡これに反して後者の場合は電

弧降下が低いかわりに信頼度が低くなるという･一長一→短

があった｡〕本考案ほ第=図の型を改 弧降下を極

力低下せんとすることを狙ったものである｡

第3図乃至第`図ほ本案によって生れた新型で,これ

を第1図の型と比較して見ると,第1図のA+βなる距

離がβだけになってAが消失していることに気が付く筈

である｡これは第5図放び第`図から解るように主体と

風洞との関係に思い切った改造を行ったことに基づくも

ので,第5図でほ風洞の左側を弦で った形にして三仁体

をその戟線に接着させてAなる距離を消失L,又第占図

の場合では主体を風洞の左側壁に接着させてAなる距離

を消失せしめている｡ (宮崎)

毛 利 鐙 一
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室

第2図

風洞

壬イ本

スブラシニリ(フル
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第占図

風洞

主体




